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ポリマーセメントモルタル 1

ポリマーセメントモルタルとはポリマーセメントモルタルとは

・ポリマー（有機物）を含むセメントモルタル
・付着性に優れる⇒コンクリートとの一体性が図れる付着性に優れる ンクリ トとの 体性が図れる

かぶりコンクリートの果たす鉄筋保護効果（耐久性確保）
が期待できる？？が期待できる？？

・耐久性？
防火性？

鉄筋
CO2

・防火性？ コンクリート
水

どのような性能で
熱

RC造の建築物を長く使うため

あればよいか？

かぶり厚さ
RC造の建築物を長く使うため
にはかぶり厚さの確保が重要



【検討の流れ】
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【検討の流れ】
・使用材料のスクリーニング

フェーズ０
使用材料のスクリ ング

→強度・接着性・耐久性・発熱性等の確認

施 方法 検討

～H21

フェーズⅠ
・施工方法の検討

→落下防止のための材料・工法の検討と模擬壁体による評価

フェーズⅡ

・使用材料の評価と選定

→各種材料を用いた模擬壁体による評価、耐久性等の確認

フェーズⅢ

・実施工を想定した材料および工法の評価

→実大部材（壁）の加熱試験による材料および工法の確認

～H22

フ ズⅢ

・耐火構造としての性能の確認

実大部材（垂直 水 ） 載荷加熱試験 る性能 確認フェーズⅣ →実大部材（垂直・水平）の載荷加熱試験による性能の確認
～H23
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かぶり厚さ補修のための評価基準かぶり厚さ補修のための評価基準

対象 性能 試験項目 試験方法 基準値

力学性

圧縮強さ JIS A 1171 20N/mm2以上

曲げ強さ JIS A 1171 6N/ 2以上

かぶり厚さ補修のための評価基準かぶり厚さ補修のための評価基準

材料

力学性
能

曲げ強さ JIS A 1171 6N/mm2以上

接着強さ JIS A 1171 1N/mm2以上

接着耐久性 JIS A 1171 1N/mm2以上

不燃性 発熱性 ISO 5660‐1 不燃材料の要件を満たすこと不燃性 発熱性 ISO 5660 1 不燃材料の要件を満たすこと

耐久性 促進中性化 JIS A 1153 中性化速度係数が計画供用期間の級に応じた値以下

施工性 － － 施工性が良いこと，平坦に仕上がること

外観 目視 亀甲ひび割れなど全面に微細なひび割れがないこと

部材

仕上が
り性

浮き 打音
部材の内部に浮きがなく，外周部の浮きが生じた場合
は10%以下であること

ひび割れ 目視
幅0.2mmを超えるひび割れがないこと，かつ幅0.1mm
～0.2mmのひび割れ長さが0.2m/m2以下であること部材

耐火性

耐爆裂性 加熱試験
耐火試験結果の区分の状態Ⅰ，もしくは状態Ⅱまたは
Ⅲでかつ遮熱性があること
脱落防止効果があること

荷重支持 載荷加熱荷重支持
性能

載荷加熱
試験

部材として必要な耐火時間を有すること

具体的具体的な材料や工法を選択するためな材料や工法を選択するための評価の評価方法や品質方法や品質基準を示した。基準を示した。

建築建築改修工事監理指針改修工事監理指針（（H25H25年版年版））・・建築建築工事監理指針工事監理指針（（H25H25年版年版））にに反映反映



ズズ
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あと施工アンカーに対するニーズあと施工アンカーに対するニーズ

◆耐震改修 →補強部材の既存 ⇒あと施工アンカ ･連続繊◆耐震改修
（短期荷重）

→補強部材の既存
躯体への固定等

⇒あと施工アンカー･連続繊
維補強設計・施工指針（H18）

Ex.Ex.
→床スラブの増設・固定
→開口部の補強、基礎梁の増し厚補強
→ELV 工作物等の増設 固定 等

◆リニューアル等
（長期荷重・耐久性）

Ex.Ex.

→ELV、工作物等の増設・固定 等

・長期クリープ？長期クリ プ？
・耐久性？

長期的に使用するためには
どのような性能であればよいか？どのような性能であればよいか

破壊モードの分類



【検討の流れ】あと施工アンカー 5

【検討の流れ】【検討の流れ】
・アンカー種類、接着剤の種類・品質、アンカー筋

フェーズ０ の材質・寸法、施工方法等の確認
・コンクリート強度およびヤング係数の確認

ズ

・あと施工アンカー引張強度の確認、低減
クリ プ変形 確認

●破壊モードごとの許容耐力の算定

フェーズⅠ ・クリープ変形の確認
・耐アルカリ性の確認、低減

●許容耐力の決定●許容耐力の決定

●長期許容応力度の決定

ズ

フェーズⅡ
フェーズⅡ ・各種試験方法の改良、手順の標準化

・あと施工アンカーを用いた設計法
フェーズⅡ ・材料および施工品質の確保
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II

・各種試験方法の改良、手順の標準化

【今後の課題】
良

・あと施工アンカーを用いた設計法
・材料および施工品質の確保
・適用範囲に関する検討

フェーズⅡ

適用範囲に関する検討
・アンカー定着部のひび割れに対する考え方 ・・・etc
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